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※IRT＝Item Response Theory（項目応答理論）

日
本

海
外
の
採
点
拠
点

2023年4月（第55回）より、 Writing の一部の観
点の採点は、人による採点とAI自動採点技術を組
み合わせた採点方法へ変更します。どのような環
境においても、一貫して安定的に品質高く採点結果
を提供し続けるために、AI自動採点を導入します。
AI自動採点システムは、訓練を受けた採点者の採
点結果を学習しています。採点工程において、人に
よる採点結果とAI自動採点の採点結果が異なる場
合は、さらに上位の採点者が判定します。
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※上記はあくまでも説明用の事例で、問題数やスコアは本番のものとは異なります。
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※上記はあくまでも説明用の事例で、問題数やスコアは本番のものとは異なります。
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新聞記事や映画などについて、専門的で
はない語いや、複雑ではない文構造を用
いて自分の意見を含めてあらすじをまとめ
たり、基本的な内容を報告したりすること
ができる。 物事の順序に従って、旅行記や
自分史、身近なエピソードなどの物語文
を、いくつかの段落で書くことができる。
また、近況を詳しく伝える個人的な手紙を
書くことができる。

病院や市役所といった場所で、詳細に、ま
た自信を持って、問題を説明することがで
きる。関連する詳細な情報を提供して、そ
の結果として正しい処置を受けることがで
きる。
短い読み物か短い新聞記事に関してであ
れば、自分の感想や考えを加えながら、あ
らすじや要点をある程度の流ちょうさを
もって、順序だてて伝えることができる。
自分の関心のある社会的な話題につい
て、自分の意見を加えてある程度流ちょう
に発表し、聴衆から質問が出れば相手に
理解できるように答えることができる。
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Fluency & Pronunciation（発音・流ちょうさ）
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Fluency & Pronunciation（発音・流ちょうさ）
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Speaking

※Coreでは、Goal 
Achievement 2
は0，1の2段階評
価です。
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音声をご確認いただけます。
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音声をご確認いただけます。

1615



音声をご確認いただけます。 音声をご確認いただけます。
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音声をご確認いただけます。 音声をご確認いただけます。
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